衆議院徳島県第1選挙区選挙候補者選考委員会規約
自由民主党徳島県支部連合会
（目　的）
第１条　自由民主党徳島県支部連合会（以下、｢県連｣という）では、次回執行される第５０回衆議院議員選挙において、より有為な候補者を擁立する目的をもって、公募により県内外から広く立候補予定者を募り、その中から優れた人材を選出するため、第５０回衆議院徳島県第1選挙区選挙候補者選考委員会（以下、｢選考委員会｣という）を設置する。

（委員会の設置）

第２条　選考委員会は、県連会長が県連に設置する。また、選考委員長は県連会長がこれを指名する。
（委員会の構成）

第３条　選考委員会の任には、選考委員長が指名する者が就く。但し、選考委員会委員が公募に応募した場合は、その任から解かれる。
　  ２　委員会には、委員長1名、副委員長1名、委員若干名を置く。

　　
（委員会の成立）

第４条　選考委員会は、委員長が召集し、委員の3分の2以上の出席がなければ、成立しない。

（委員会の議決）

第５条　選考委員会の議決は、出席した委員の投票による多数決で行う。可否同数の場合は、委員長の決するところによる。
（委員の義務）

第６条　選考委員は選考委員会の審議で知り得た応募者の個人情報並びに審議内容を外部に絶対に漏らしてはならない。
（委員の任期）

第７条　選考委員の任期は、当該公募事案の終了時までとする。
　　２　選考委員が任期途中で辞任、また役職が満了した場合は、後任者が残りの任期を引き継ぐものとする。
（選考方法）

第８条　選考委員会は、応募者から提出された書類並びに面接など必要な選考を実施する。
　　　　なお、この選考の場には、選考委員並びに選考委員会が必要と認めた者以外の立ち会いを認めない。
（応募者の義務）

第９条　応募者は、いかなる者が候補予定者になろうとも、これを支持しなければならない。よってその旨を県連会長に誓約しなければならない。
（規約の効力）

第１０条　本規約は、選考委員会にて選考委員長が当該公募事案に係る選考を終了する旨を宣言した段階で、効力を失う。
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